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防
ご
う  

交
通
事
故

防
ご
う「
交
通
事
故
」

　

交
通
事
故
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
り
得
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
交

通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
の
交
通
事
故
の
状
況　

　

宮
崎
県
の
平
成
30
年
中
の
交
通
事
故
は
、

発
生
件
数
が
７
４
４
６
件
、
死
者
数
が
34
人
、

負
傷
者
数
が
８
２
２
４
人
で
、
い
ず
れ
も
前

年
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
死
者
数
に
つ
い
て
は
全
国
統
一
の
基

準
で
統
計
を
始
め
た
昭
和
23
年
の
死
者
数
22

人
に
続
き
2
番
目
に
少
な
く
、
ま
た
、
負
傷

者
数
も
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
交
通
事
故
が
減
少
し
た
と
は
い

え
、
脇
見
や
安
全
不
確
認
等
、
運
転
者
の
緊

張
感
を
欠
い
た
漫
然
運
転
に
よ
る
事
故
が
約

7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
死
者
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
や
高
齢
運
転
者
に
よ

る
加
害
事
故
の
割
合
が
過
去
最
高
と
な
る
な

ど
、
交
通
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
で
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
48

件
、
死
者
1
人
、
負
傷
者
51
人
と
昨
年
に
比

べ
て
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

交
通
死
亡
事
故
は
、
7
年
連
続
で
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
る

■
歩
行
者
は
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
信
号
無
視
を
し
な
い

・
横
断
歩
道
が
近
く
に
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

横
断
歩
道
を
横
断
す
る

・
道
路
を
斜
め
に
横
断
し
な
い
（
横
断
距
離
、

時
間
が
長
く
な
り
危
険
で
す
）

・
進
行
中
や
停
車
中
の
自
動
車
等
車
両
の
直

前
ま
た
は
直
後
を
横
断
し
な
い
（
左
右
の
見

通
し
が
き
か
ず
危
険
で
す
）

・
歩
行
者
横
断
禁
止
の
標
識
で
横
断
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
道
路
を
横
断
し
な
い

　

道
路
を
歩
く
と
き
は
無
理
を
せ
ず
安
全
な

歩
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
ド
ラ
イ
バ
ー
は
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
減
速
を
す
る

・
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
歩
行
者
が
横

断
し
よ
う
と
し
て
い
た
ら
、
一
時
停
止
し
て
、

横
断
す
る
の
を
待
つ

平成 30 年 平成 29 年
交通事故発生件数 7,446 8,293
死者 34 42
負傷者 8,224 9,251

平成 30 年 平成 29 年
交通事故発生件数 48 85
死者 1 1
負傷者 51 97

■えびの市の交通事故発生状況

■宮崎県の交通事故発生状況

　

道
路
を
通
行
す
る
の
は
自
動
車
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
な

ど
も
通
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
動
き
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
事
故
を
防
ぐ

■
明
る
い
服
装
で
出
か
け
ま
し
ょ
う

　

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
は
、
歩
行
者
自
身
が
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
見
え
や
す
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
歩
行
者
か
ら
自
動
車

は
見
え
て
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
歩
行
者

が
見
え
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

黒
や
濃
い
色
の
服
装
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
え
に
く
い
で
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
、
明

る
い
色
の
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
反
射
材
・
ラ
イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

反
射
材
用
品
に
は
、
シ
ー
ル
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
靴
・
つ
え
・
カ
ー
ト
に
つ
け
る
も
の

な
ど
の
ほ
か
、
足
首
・
手
首
の
バ
ン
ド
、
た

す
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
反
射
材
が
組
み
込
ま
れ

た
靴
、
衣
類
、
バ
ッ
グ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

歩
行
者
が
ラ
イ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

　

反
射
材
や
ラ
イ
ト
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

に
早
目
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

夜間は反射材やライトなどを身に付けて安全に気を付けましょう
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で
き
る
の
で
、
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
早
め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
を

　

暗
く
な
る
夕
暮
れ
時
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
歩
行
者
な
ど
が
見
え
に
く
く
な
る
時
間
帯

で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
目
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
対
向
車
が
な
い
場

合
は
上
向
き
の
ラ
イ
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。
上

向
き
の
ラ
イ
ト
に
す
る
こ
と
で
歩
行
者
な
ど

の
発
見
が
早
く
で
き
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

高
齢
運
転
者
が
増
え
て
い
る
中
、
高
齢
者

が
交
通
事
故
の
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
っ
て
、

ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
が
遅
れ
て
事
故

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
認
識
し

た
う
え
で
、
早
め
の
ラ
イ
ト
や
安
全
な
速
度

で
の
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
安
全
講
習
会
や
実
技
研
修
、
運
転
適

性
検
査
な
ど
も
活
用
し
て
自
分
の
運
転
能
力

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
や
周
り
の
人
は
、
一
人
一
人
の
暮
ら

し
ぶ
り
な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
変

化
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
動
車
を
運
転
す
る
人
は
、
歩
行
速
度
が

遅
く
、
走
行
車
両
の
速
度
や
距
離
を
見
誤
り

や
す
い
と
い
っ
た
高
齢
者
の
特
徴
を
十
分
理

解
し
た
う
え
で
、
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
減

交通事故防止のための取り組み

○春の地域安全・交通安全運動決起集会
毎年 4 月に、犯罪や交通事故のない安心し
て生活できるえびの市を目指して、地域安
全・交通安全運動決起集会を行っています。
集会では、新入学児童生徒の代表に防犯ブ
ザーやヘルメットなどが手渡されます。

○交通安全街頭キャンペーン
市では、えびの地区交通安全協会などと連
携して、市内各所で、年 4 回交通安全を
呼びかける街頭キャンペーンを行っていま
す。キャンペーンでは、ドライバーに交通
安全の啓発チラシを配るなどして安全運転
を呼びかけています。

○カーブミラー清掃
えびの市交通指導員が市内のカーブミラー
の清掃を毎年行っています。交通事故を少
しでも減らそうと行っているものです。汚
れが付着したミラーにガラス洗浄剤を吹き
つけて丁寧に磨いています。

○交通安全功労者・優良運転者表彰式
交通安全活動に寄与した人や事業所、長年
無事故無違反の運転者などを表彰するもの
です。交通安全について啓発するため行わ
れています。
写真は、平成 31 年度九州管区警察局長・
九州交通安全協会長連名表彰の優良運転者
を受賞した谷口昭生さん。

速
や
一
時
停
止
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
動

き
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
や
さ
し
い
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
講
習
・
認
知
機
能
検
査
に
つ
い
て

　

70
歳
以
上
の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
高
齢
者

講
習
を
受
講
し
て
い
な
け
れ
ば
、
免
許
更
新

が
で
き
ま
せ
ん
（
免
許
の
有
効
期
限
が
満
了

す
る
日
に
70
歳
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
）。

　

75
歳
以
上
の
人
は
、
高
齢
者
講
習
を
受
け

る
前
に
認
知
機
能
検
査
を
受
け
て
も
ら
い
ま

す
。

　

認
知
機
能
検
査
と
高
齢
者
講
習
は
、
全
て

完
全
予
約
制
で
す
。

※
事
前
に
電
話
な
ど
で
自
動
車
教
習
所
等
の

実
施
場
所
に
予
約
し
な
け
れ
ば
検
査
や
講
習

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
通
知
ハ
ガ
キ
が
届
い

た
ら
、
す
ぐ
に
ハ
ガ
キ
を
開
い
て
記
載
し
て

あ
る
自
動
車
教
習
所
等
に
検
査
や
講
習
の
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
お
り
運
転
に
注
意

　

あ
お
り
運
転
と
は
、
運
転
中
の
割
り
込
み

や
追
い
越
し
な
ど
に
腹
を
立
て
て
相
手
車
両

に
次
の
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
行
為
を
す
る
こ
と

で
す
。

・
車
間
距
離
を
保
た
ず
に
異
常
接
近
し
た
り

追
い
回
す
行
為

・
前
の
車
に
ハ
イ
ビ
ー
ム
や
パ
ッ
シ
ン
グ
を

す
る
行
為

・
不
必
要
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
て
威

嚇
す
る
行
為

・
幅
寄
せ
す
る
行
為

■
対
処
方
法

・
1
車
線
区
間
で
進
路
を
譲
れ
る
場
所
が
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
決
し
て
挑
発
に
の
ら
ず
、

進
路
を
譲
れ
る
場
所
ま
で
相
手
に
せ
ず
無
視

す
る
。

・
進
路
を
譲
っ
て
、
し
つ
こ
く
あ
お
っ
て
く

る
場
合
も
、
相
手
に
せ
ず
無
視
す
る
。

・
相
手
か
ら
逃
げ
る
た
め
で
あ
っ
て
も
ス

ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
。

　

し
つ
こ
く
追
わ
れ
る
な
ど
し
た
場
合
は
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
等
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
場
所
に
避
難
す
る
と

と
も
に
１
１
０
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
で
は
「
あ
お
り
運
転
」
等
の
悪
質
・

危
険
な
運
転
の
指
導
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
周
り
の
車
の
動

き
な
ど
に
注
意
し
、
相
手
の
立
場
に
た
っ
て

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
た
、
譲
り
合
い

の
運
転
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
交
通
事

故
防
止
の
た
め
に
は
、
前
の
車
が
急
に
止

ま
っ
て
も
、
こ
れ
に
追
突
し
な
い
よ
う
な
安

全
な
速
度
と
車
間
距
離
を
と
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

交
通
安
全
の
取
り
組
み
を

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
お
互
い
に
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
持
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

制
限
速
度
を
守
る
、
横
断
歩
道
を
横
断
す

る
な
ど
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

皆
さ
ん
が
安
全
・
快
適
に
生
活
で
き
る
交
通

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対

策
係

☎
35
‐
１
１
１
9
（
直
通
）
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吉都線を盛り上げたい

高校生発案観光列車inえびの

　D ＆ S 列車「海幸山幸」で行く高校生発案
観光列車 in えびのが運行されました。これは、
飯野高校普通科 3 年の生徒 8 人が地域探究活
動の一つとして発案したものです。JR 吉都線
を盛り上げようと海幸山幸をチャーターし、都
城駅からえびの駅間を走らせました。
　市内外から 48 人が参加し、参加者は「高校
生が企画したのがすごいです。まちを大切にし
ているのが素晴らしいです」と話していました。

9/3

安心して電気を使ってもらう

電気設備点検ボランティア

　小林地区電気工事業協同組合が、市内の高齢
者宅で、電気設備の点検・電球の交換などのボ
ランティアを行いました。これは、漏電等を未
然に防ぎ、高齢者に安心して暮らしてもらおう
と毎年行っているものです。今回は、組合員 8
人と小林秀峰高校電気科 2 年の生徒 6 人が参
加しました。
　点検を受けた人は「電気のことは分からない
ので助かりました」と話していました。　

9/4

自分で作ったドレスをまとって

いいのコレクション

　飯野高校で生活文化科 3 年生による「いい
のコレクション」が行われました。これは、文
化祭で毎年行われているもので、同科の生徒が
夏休みに制作したドレスなどを着てファッショ
ンショーを行うものです。
　同科 3 年生の假屋采

あ や な

那さんは「これまで泣
いたりいらいらしたり、たくさんつらいことが
ありましたが、みんなの協力で最高のステージ
ができました」と話していました。

8/31

障がいに対する理解を深める

次世代ペアレント事業講演会

　飯野高校で次世代ペアレント事業講演会が行
われました。これは、次世代の親となる高校生
が、障がいに対する理解を深める学習を通して、
障がいの有無にかかわらず、全ての人にとって
暮らしやすい社会の在り方や共生社会について
学ぶことを目的に行われたものです。
　講師に、南九州大学環境園芸学部准教授林典
生氏を招き「発達しょうがい当事者として伝え
たいこと」という演題で講演会が行われました。

9/12

地元のキクをPR

フラワーアレンジメント贈呈

　JA えびの市花き部会キク生産者 2 人から市
へキクなどを使ったフラワーアレンジメントが
贈呈されました。これは、9 月 9 日の重陽の節
句に合わせて、キクの楽しみ方を知ってもらう
とともに、西諸県の花きを PR しようと行われ
たものです。稲田万

かずとも

智部会長は「『重陽の節句
にキク』が少しずつ浸透してきました。若い人
も手に取りたくなるようなキク作りをしていき
ます」と話していました。

9/9

のびやかな歌声で魅了

第3回えびの市のど自慢大会

　市文化センターで「第 3 回えびの市のど自
慢大会」が行われました。
　大会には、市内の 31 歳から 88 歳までの 19
人が参加し、自慢の歌声を披露しました。
　第 3 回の優勝者は、柳水流の松田ヒデ子さ
んです。
　会場には、約 450 人が訪れました。出演者
が歌い終える度に、たくさんの拍手と歓声がお
こっていました。

9/28

採れたてを贈呈

JAえびの市栗部会クリ贈呈

　JA えびの市栗部会が市長を訪問し、今年採
れた栗を贈呈しました。
　同部会は、年々会員が増加しており、現在は
77 人で構成されています。
　部会長の尾山實

さねふみ

文さんは「クリをえびの産の
ブランド品として PR していき、多くの皆さん
に、品質の良いクリを出荷していきたいです」
と話していました。

9/24

来場者が400万人を突破

道の駅えびの400万人突破記念式典

　道の駅えびのの来場者が通算で 400 万人を
突破し、道の駅えびので記念式典が行われまし
た。式典では、400 万人目の来場者に、えびの
産ヒノヒカリや宮崎牛などの記念品が贈呈され
ました。400 万人目の来場者は、福岡県糸島市
から来られた川上誠治さんご家族です。
　川上さんは「子どもが 2 歳になったばかり
なので、とても良い記念になりました。びっく
りですが、とてもうれしいです」と話しました。

9/28
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�市福祉事務所 子育て支援係　☎35-3738（直通）　

福 祉 学生服のリユース（再利用）事業

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
中

学
校
、
高
校
の
制
服
リ
ユ
ー
ス

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
た
く
さ
ん
の
制
服
が

集
ま
り
、
利
用
を
希
望
す
る
人

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
こ
の

リ
ユ
ー
ス
事
業
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
提
供
し
て
も

ら
っ
た
制
服
の
残
り
が
あ
り
ま

す
。
学
校
・
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て

枚
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す

が
、無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
】

・ 

飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真

幸
の
中
学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

・ 

飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、

小
林
西
の
高
等
学
校
の
制
服

（
夏
・
冬
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
な
く

て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
汚
れ
や

破
損
が
ひ
ど
い
物
は
預
か
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
収
集
期
限
お
よ
び
提
供
期
限
】

 

令
和
2
年
4
月
3
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
・
12
月
28
日

か
ら
1
月
5
日
ま
で
は
休
み
と

な
り
ま
す
。

【
収
集
場
所
】

市
福
祉
事
務
所
、飯
野
出
張
所
、

真
幸
出
張
所

【
必
要
な
人
へ
の
提
供
場
所
】

市
福
祉
事
務
所
で
直
接
受
け
付

け
て
試
着
後
に
配
布
し
ま
す
。

※
学
校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は

在
庫
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
供
要
件
】

・
市
内
に
在
住
の
人

・
市
外
に
在
住
で
、
飯
野
高
校

へ
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

人

�市観光商工課 商工係　☎35-3728（直通）

商 工 16品目のえびのブランド認証

　

9
月
20
日
、
市
役
所
で
「
え

び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
書
交
付

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
で
は
、
地
域
の
優
良
産
品

を
、
そ
の
地
域
の
特
産
品
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
他
産
品
と
区
別
化

し
付
加
価
値
を
付
け
て
売
り
出

す
こ
と
で
、
特
産
品
の
販
売
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
誘
客
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地

域
の
優
良
産
品
の
発
掘
や
新
た

な
特
産
品
の
開
発
の
契
機
と
な

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
認
証
さ
れ
た

の
は
、
本
石
養
蜂
場
の
天
然
純

粋
蜂
蜜
。

　

本
石
養
蜂
場
の
本
石
利
雄
さ

ん
は
「
え
び
の
で
採
れ
た
天
然

の
蜂
蜜
で
す
。
蜂
蜜
は
万
能
の

調
味
料
で
も
あ
り
ま
す
。
え
び

の
の
蜂
蜜
の
良
さ
を
皆
さ
ん
に

提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
、
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド

認
証
を
受
け
た
商
品
は
合
計
16

品
目
に
な
り
ま
し
た
。

新たに認証を受けた本石さん（写真右）

　

市
で
は
、
特
急
は
や
と
の
風
が

平
日
チ
ャ
ー
タ
ー
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
民
に
よ
る
観
光
列

車
チ
ャ
ー
タ
ー
利
用
促
進
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
特
急
は
や
と
の

�市企画課 政策係　☎35-3712（直通）　

観 光

特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアー

今年の 2 月に行われた特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアー

・  株式会社JTB 宮崎支店 営業課
☎0985-29-3511/FAX 0985-27-1124　〒880-0805 宮崎県宮崎市橘通東4-7-28
営業時間 午前9時30分～午後5時30分（土・日・祝日を除く）

風
で
行
く
吉
都
線
観
光
列
車
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＜特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアー＞
【出発日】11 月 25 日（月）・26 日（火）
【参加費】1 人 5,500 円（昼食・各地入館料込み）

※申し込み後、出発日の前日より起算して 10 日前を過ぎて取り消した場合は取消料が発生します。
【募集人員】1 回 40 人（最少催行人員 30 人）

※未就学児は参加できません。
※ 30 人に満たない場合は、中止になることがあります。定員になり次第、締め切ります。

【集合・解散場所】自宅最寄りの駅（京町温泉駅・えびの駅・えびの上江駅・えびの飯野駅のいずれか）
【ツアー行程】京町温泉駅（9：12 発）⇒　えびの駅（9：19 発）⇒　えびの上江駅（9：26 発）⇒　えびの

飯野駅（9：31 発）⇒　都城駅（10：19 着）⇒　貸切バスで移動　⇒　霧の蔵ブルワリー散策（10：35）・
霧島酒造工場見学（11：00 ～ 12：30）・霧の蔵ブルワリー昼食（12：30 ～ 13：30）⇒　旧後藤家商家交流
資料館（13：50 ～ 14：30）⇒　貸切バスで移動　⇒　都城駅（15：00 発）⇒　えびの飯野駅（15：53 発）
⇒　えびの上江駅（15：57 発）⇒えびの駅（16：12 発）⇒　京町温泉駅（16：18 着）
※時刻、見学箇所、順序は、諸事情により変更となる場合があります。最寄りの駅の出発時間は 1 分から 2
分程度早くなることがあります。時間に余裕を持ってお越しください。乗り遅れた場合、払い戻しはできません。
※詳しい内容やお申し込みについては、以下にお問い合わせください。
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【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

昨
年
度
は
、
家
き
ん
、
野
鳥
と

も
に
国
内
で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
確
認
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
国
お
よ
び

台
湾
で
は
昨
年
度
か
ら
継
続
的
に

発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
確
認
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
野
鳥
に
お
い

て
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
分
離
事
例
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
年

度
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
渡
り
鳥
の
飛
来
に
よ
り
日
本

国
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ

る
可
能
性
が
高
く
、
今
秋
以
降
の

厳
重
な
警
戒
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
防
止
の
た
め
に
、
衛
生
管
理

区
域
内
に
侵
入
す
る
車
両
等
の
洗

浄
・
消
毒
や
、
家
き
ん
舎
の
防
鳥

ネ
ッ
ト
等
の
点
検
お
よ
び
修
繕
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
お
よ
び
豚

コ
レ
ラ
】

　

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
は
、
平
成

30
年
8
月
3
日
、
中
国
で
ア
ジ
ア

地
域
に
お
い
て
初
め
て
発
生
が
確

認
さ
れ
て
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
や
韓

国
な
ど
近
隣
諸
国
10
カ
国
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。
約
６
２
０
０
件
確

認
さ
れ
て
お
り
、
国
内
へ
の
侵
入

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
令

和
元
年
9
月
24
日
現
在
）。

　

国
内
に
お
い
て
は
平
成
30
年
9

月
9
日
、
平
成
4
年
以
降
発
生
の

無
か
っ
た
豚
コ
レ
ラ
が
岐
阜
県
で

確
認
さ
れ
、
愛
知
県
、
長
野
県
、

大
阪
府
、
滋
賀
県
、
三
重
県
、
福

井
県
、
埼
玉
県
、
山
梨
県
へ
拡
大

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
45
事
例
確

認
さ
れ
て
お
り
、
防
疫
対
象
頭
数

は
約
14
万
４
千
頭
に
な
っ
て
い
ま

す
（
令
和
元
年
9
月
23
日
現
在
）。

　

ま
た
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
コ

レ
ラ
検
査
状
況
に
つ
い
て
は
岐
阜

県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
福
井
県
、

長
野
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
滋

賀
県
で
検
査
頭
数
４
４
２
５
頭
中

１
２
０
１
頭
で
陽
性
が
確
認
さ

れ
、
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
お

り
、
県
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
令
和
元
年

9
月
20
日
現
在
）。

　

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
お
よ
び
豚

コ
レ
ラ
の
発
生
防
止
の
た
め
に
、

野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対
策
、
人

や
車
両
の
消
毒
等
を
再
度
、
徹
底

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

　

家
畜
伝
染
病
の
発
生
し
て
い
る

�市福祉事務所 福祉係　☎35-1115（直通）

福 祉

ヘルプマークを知っていますか

　宮崎県では、配慮を必要としている人のためのヘルプマークの普及に取り組んでいます。
　ヘルプマークは、義足や人工関節を使用している人、内部障がいや難病の人など、援助や配慮を必要と
していることが外見からは分からない人が、周囲の人に配慮を必要としていることを知らせるためのマー
クです。平成 24 年に東京都が作成しました。
　平成 29 年 7 月には、経済産業省において、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向け、日
本人だけでなく外国人観光客にもより分かりやすい案内用図記号とすることを目的に、案内用図記号（JIS 
Z8210）の規格が見直され、その中にヘルプマークが追加されました。
　東京都から始まったヘルプマークですが、全国の各自治体が続々と導入を進めています。宮崎県内では、
平成 30 年度から各市町村での交付を行っています。
　また、裏面に緊急連絡先や必要な支援内容を記載することができるヘルプカードの交付も行っています。
ヘルプカードは、障がい等のある人が、災害時や日常生活の中で困ったときに、周囲に自己の障がいへの
理解や支援を求めるためのものです。

■ヘルプマークを見かけたら
○列車・バスの中で、席を譲ってください
　外見では健康に見えても、疲れやすく、つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが困難な人
がいます。また、外見からは分からないため、優先席に座っていると不審な目で見られ、ストレスを受け
ることがあります。
○駅や商業施設等で、声を掛けるなどの配慮をお願いします
　交通機関の事故等、突発的な出来事に対して臨機応変に対応することが困難な人や、立ち上がる、歩く、
階段の昇降などの動作が困難な人がいます。
○災害時は、安全に避難するための支援をお願いします
　視聴覚障がい者や聴覚障がい者等の状況把握が難しい人、肢体不自由等の自力での迅速な避難が困難な
人がいます。

■ヘルプマーク・ヘルプカードの交付
【ヘルプマークの交付対象者】

次のいずれにも該当する人
①原則として身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳、特定疾病療養証を有している人または高次
脳機能障害のある人
②周りからの援助や配慮を必要としている人

【ヘルプカードの交付対象者】
次のいずれかに該当する人
①身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、高齢者および難病患者であって、周りからの援助や配慮
を必要としている人
②妊産婦、けが人および病人等であって、周りからの援助や配慮を必要としている人

【交付場所】
市福祉事務所、飯野・真幸出張所

※裏面に宮崎県が発行したヘルプマーク普及チラシを掲載しています。ご自宅等で見える所に貼るなどしてご活用くださ
い。

�市畜産農政課 畜産振興室　☎35-3744（課直通）　 �都城家畜保健衛生所　☎0986-62-5151

農 業

鳥インフルエンザ・豚コレラの防疫を

地
域
へ
渡
航
し
帰
国
し
た
際
は
、

農
場
へ
の
訪
問
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
国
内
へ
輸
入
申
告
の
な

い
肉
製
品
な
ど
の
畜
産
物（
ハ
ム
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
等
）
の
持
ち
込
み
が

確
認
さ
れ
た
場
合
、
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

各
施
設
に
お
い
て
、
手
指
、
靴

底
等
の
消
毒
設
備
が
あ
っ
た
場
合

は
、
消
毒
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
に
異
常
（
続
け
て
死
亡
し

た
等
）
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
都

城
家
畜
保
健
衛
生
所
、
市
畜
産
農

政
課
畜
産
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

車両などの消毒の徹底をお願いします
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�市財政課 財政係　☎35-3716（課直通）

財 政

財政の健全化判断比率を公表

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算

に
基
づ
い
て
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
を
毎
年
度
算

定
し
ま
す
。
算
定
後
は
、
監
査

委
員
の
審
査
を
受
け
た
う
え

で
、
議
会
に
報
告
し
、
住
民
に

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

は
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再

生
基
準
、
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
経
営
健
全
化
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
準
に
1

つ
で
も
達
し
た
場
合
、
財
政
運

営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
計

画
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資

金
不
足
比
率
と
も
に
、
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
健
全
な

財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

えびの市の健全化判断比率と資金不足比率
◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ―（※ 1） 14.39％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ―（※ 2） 19.39％ 30.00％

③実質公債費比率 2.5％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―（※ 3） 350.0％

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、比率が「ない」
ことを示しています。

（※３）④の将来負担比率の「―」は、将来負担比率が算定されず、現時点における将来支払うべき負担（市債の残高等）が、将来の財政を圧
迫する可能性が低いことを示しています。

◎資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0％

病院事業会計 ― 20.0％

産業団地整備事業特別会計 — 20.0％

　平成 30 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの指標についても、
早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りました。

　平成 30 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営企業はないため、
比率は「ない」こととなりました。

【用語の説明】

標準財政規模：財源の使途が特定されずどのような経費にも使用す

ることができる一般財源（市税・地方交付税等）の標準的な規模を

表すもので、えびの市の場合は、平成 30 年度で約 61 億 2,300 万円

実質公債費比率：平成 30 年度に支払った一般会計の借金返済額等

の標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う負担（市債務残高等）の標準財政

規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合
実質赤字比率：標準財政規模に対する一般会計の赤字の割合

連結実質赤字比率：標準財政規模に対する全会計の赤字の割合
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結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺

に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。医
療
や

生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
薬
を
毎
日

き
ち
ん
と
飲
め
ば
完
治
で
き
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
が
、
昔
の
病
気
と
思
っ
て

い
た
ら
大
間
違
い
で
す
。平
成
29
年
の

統
計
に
よ
る
と
、
全
国
で
1
年
に
１
６

７
８
９
人
の
新
登
録
結
核
患
者
の
発
生

が
あ
り
、
２
３
０
３
人
が
結
核
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
結
核
菌
が
、
せ
き
や
く
し
ゃ

み
と
一
緒
に
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ

場
な
ど
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
重

要
で
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
結
核

に
感
染
す
る
と
重
症
に
な
り
や
す
い
の

で
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う（
国

が
示
す
標
準
的
接
種
期
間
は
生
後
5
～

8
カ
月
）。

　

ま
た
、
新
登
録
結
核
患
者
の
う
ち
、

65
歳
以
上
が
7
割
を
占
め
、
特
に
全
結

核
患
者
の
3
人
に
1
人
が
80
歳
以
上
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
の
人
は

1
年
に
1
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

中
尾
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

結
核
は
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す

れ
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い
込
む
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。多
く
の
場
合
は
免
疫

力
に
よ
っ
て
結
核
菌
の
増
殖
が
抑
え

ら
れ
、
発
病
せ
ず
休
眠
状
態
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
免
疫
力
が
弱
ま
る
と
結

核
菌
が
復
活
し
発
病
し
ま
す
。2
週
間

以
上
、
せ
き
や
た
ん
、
微
熱
、
体
重
減

少
が
続
い
た
ら
結
核
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。　

　

早
期
発
見
は
本
人
の
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
家
族
や
職

夫
が
妻
に
暴
力
を
ふ
る
う
の
は
あ
る
程

度
仕
方
が
な
い
と
い
っ
た
考
え
方
な
ど
、

社
会
の
根
底
に
あ
る
男
女
の
不
平
等
な

関
係
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
の
防
止
お
よ
び
被
害

者
の
適
切
な
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み

を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、「
え
び
の
市
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。「
暴
力
を
許
さ
な

い
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

暴
力
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

　

国
で
は
、
毎
年
11
月
12
日
か
ら
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
あ

る
25
日
ま
で
の
2
週
間
を
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
「
Ｄ
Ｖ
」）

は
、
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
犯
罪
と

な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害

で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
者
か
ら
ふ

る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
に
は
、
殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
す

る
な
ど
の
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
な
暴
力
、
性
的
な
暴
力
、
経
済

的
な
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
暴
力
を
ふ
る
う
「
面
前
Ｄ
Ｖ
」

は
、
児
童
虐
待
の
心
理
的
虐
待
に
あ
た

り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
多
く
の
場
合
女
性

で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
、
経
済
力
の
格
差
、

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

早めの点灯と反射材の活用を

住宅の防火対策をしましょう

これからの時期は火災の多い季節です。住宅防火
対策として命を守る 3 つの習慣・4 つの対策を

紹介します。
【3 つの習慣】①寝たばこは絶対にやめる②ストーブ

は燃えやすいものから離れた位置で使用する③ガス
コンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す

【4 つの対策】①逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警
報器を設置する②寝具、衣類、カーテンは防火品を
使用する③火災を小さいうちに消すために住宅用消
火器等を設置する④お年寄りや身体の不自由な人を
守るために隣近所の協力体制をつくる

夕 暮 れ 時 の「 早 め の 点 灯 」・「 ピ カ ピ カ 」運 動
を 令 和 2 年 1 月 3 1 日 ま で 実 施 し ま す 。

　 こ れ か ら の 時 期 は 、夕 暮 れ が 日 に 日 に 早 く
な っ て い き ま す 。1 0 月 か ら 1 2 月 は 、夕 暮 れ 時 か
ら 夜 間 に か け て 歩 行 者 が 犠 牲 と な る 重 大 事 故 が
多 発 し て い ま す の で 、早 め の ラ イ ト 点 灯 と 、反
射 材 の 積 極 的 な 活 用 を お 願 い し ま す 。
　 夜 間 や 早 朝 に 散 歩 や 外 出 を す る 場 合 に は 、明
る い 色 の 服 装 と 反 射 材 の 着 用 を 心 掛 け て く だ さ
い 。

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 8件
救 急 55件� 年 計 654件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

9月の交通事故発生状況
人 身 2件 本年累計 22件
物 件 36件� 本年累計 242件

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
候
が
落
ち
着

き
ス
ポ
ー
ツ
の
し
や
す
い
環
境
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
宮
崎
県
は
一
日
の
歩
数
が
全

国
平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。歩
数
の
減
少
は
生
活
習
慣
病

の
原
因
と
な
る
行
動
の
一
つ
で
も
あ
り
、

県
全
体
で
も
運
動
実
施
率
の
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
宮
崎
県
が
公
式
に
運
用

す
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ「
S
A
L
K
O
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
S
A
L
K
O
」
は
県
民
全
体
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
日
常
生
活
の
一
部
に

取
り
入
れ
、
運
動
す
る
人
を
増
や
す
と

と
も
に
、「
健
康
寿
命
日
本
一
」
の
宮
崎

県
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
S
A
L
K
O
」
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
表
示
や
体
重
の

登
録
も
で
き
る
た
め
毎
日
の
体
調
管
理

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
お
出

か
け
の
時
に
、
各
地
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

る
人
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
に

運
動
を
行
っ
て
い
る
人
も
、
ぜ
ひ

「
S
A
L
K
O
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
左
の
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
で
き
ま
す
。　

　
　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

L i f e l o n g  s p o r t

あ
な
た
も
サ
ル
コ
ニ
ス
ト
に
！

生涯スポーツ
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

群
れ
集
う
一
団
の
鳥
う
ね
り
来
て

頭
上
で
分
れ
群
れ
て
飛
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
桂
子

　
十
月
は
朝
寒
・
夜
寒
の
季
と
な
り
、
大
空
も
高
く
澄
み
わ
た
り
紺
碧
の
空
に
白
い
雲

が
流
れ
る
。美
し
く
、
し
ず
か
で
そ
し
て
愛か

な

し
い
。何
鳥
か
夕
空
を
群
れ
て
は
離
れ
又
一

団
と
な
り
翔か

け

て
ゆ
く
の
を
み
て
、
そ
れ
も
一
つ
の
命
の
絆
で
あ
ろ
う
か
と
思
へ
た
の
で

あ
ら
う
。心
根
の
や
さ
し
い
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）�

短
歌身

に
入し

む
や
義
足
置
か
れ
し
脱
衣
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
野
一
広

　
鬼
才
・
寺
山
修
司
に
「
義
肢
製
作
所
」
な
る
一
文
が
あ
り
ま
す
。「
義
肢
製
作
所
の
二
人
の
男
は
、

足
音
だ
け
で
自
分
た
ち
の
作
っ
た
義
肢
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
た
。満
員
の
目
蒲
線
か
ら

吐
き
出
さ
れ
て
く
る
足
音
の
激
流
の
な
か
か
ら
で
さ
え
、
た
っ
た
一
つ
の
足
音
を
聞
き
だ
し
て
、

「
い
る
ね
？
」
と
一
人
が
言
う
と
、
も
う
一
人
が
「
い
る
」。と
言
っ
て
顔
を
見
あ
わ
せ
て
に
っ
こ

り
す
る
」
一
部
抜
粋
し
ま
し
た
が
、
妙た
え

な
る
表
現
の
神
髄
に
触
れ
る
思
い
で
す
。銭
湯
の
脱
衣
所

に
置
か
れ
た
自
分
の
血
の
通
わ
な
い
一
本
の
木
製
の
義
足
。宿し
ゅ
く
あ痾

の
業ご
う

の
果
て
か
。不
慮
の
事
故

に
よ
る
も
の
か
。失
わ
れ
た
片
方
の
肢
体
に
思
い
を
致
す
と
胸
が
痛
み
ま
す
。
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩夏

の
忘
れ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
地
知
恵
子

初
秋
の
こ
ろ

夕
焼
け
を
見
な
が
ら
思
う

夏
の
日
の
雨
上
が
り

待
っ
て
ま
し
た
と
子
ど
も
た
ち

水
た
ま
り
め
が
け
て
走
り
出
す

ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
に
ぎ
り
し
め

そ
ー
っ
と
水
に
触
れ
て
確
信
す
る

次
の
瞬
間

バ
チ
ャ
バ
チ
ャ
バ
チ
ャ
軽
快
な
リ
ズ
ム

水
た
ま
り
が
♪
の
よ
う
に
跳
ね
上
が
る

ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
や
め
ら
れ
な
い

ニ
ヤ
ニ
ヤ
　
フ
フ
フ

水
た
ま
り
の
中
の
妖
精
た
ち

こども六法

山崎総一郎／著
伊藤ハムスター／絵

（弘文堂）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

いのちに向き合う時
と き

間

大江美智代／著
（産学社）

◎お知らせ

■秋の図書館まつり
「読書感想文・感想画　表彰式」

●日時＝11月16日（土）午後0時10分～
●場所＝田の神さあの里産業文化祭会場
●内容＝市長賞・教育長賞・JAえびの市組合長賞・図書館長
賞の表彰があります

■秋の図書館まつり
「おかえり、栞の場所で待ってるよ」本の特

集
●期間＝11月1日（金）～ 30日（土）
●内容＝読書週間（10月27日～ 11月9日）に合わせて、時間
を忘れてゆっくりした気持ちになれる本を展示します。

■土曜シネマ
●日時＝11月9日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「蒼天の夢」（大人向け）
※上映日、上映内容が変更になる場合があります。

11 月 時間
麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎

1 日（金）、15 日（金）
29 日（金） 14：50 ～ 16：30

岡元小学校→市立病院→
さくら苑 6 日（水）、20 日（水）13：15 ～ 15：15

プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

7 日（木）、21 日（木）14：05 ～ 16：30

飯野地区コミュニティ　
センター 8 日（金）、22 日（金）14：05 ～ 14：30

飯野駅前地区体育館→飯
野出張所

13 日（ 水 ）、27 日
（水） 14：05 ～ 15：15

◎ブックランド号
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。

　

10
月
2
日
か
ら
4
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で
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林
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回
全
国
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牛
ハ
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ル
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催
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シ
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デ
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。

　

小
さ
い
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ぶ
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い
た
蕨
内
さ
ん
。「
両
親
の
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畜
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気
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そ
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か
ら
あ
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た
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話
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す
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「
高
校
を
卒
業
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ら
家
を
継
ご
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と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
両
親
や
祖
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で
、
畜
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に
必
要
な
い
ろ
い
ろ
な
資
格
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取
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大
学
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学
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す
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島
か
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崎
の
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業
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か
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し
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が
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の
、
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能
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を
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と
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地元に根差した
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内
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人
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ん

Profile

わらびうちゆうと／末
永／ 18 歳／趣味：アク
ションゲーム

し
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ど
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て
置
い
た
ど
ろ
団
子

今
年
の
夏
の
忘
れ
物
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　また、宮崎県では緊急地震速報の情報伝達訓練にあわ
せて県民一斉防災行動訓練「みやざきシェイクアウト」
を実施します。
　「みやざきシェイクアウト」の詳細については、専用
ホ ー ム ペ ー ジ（ https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-
kikikanri/kurashi/bosai/shakeout.html ）に ア ク セ ス し、
確認してください。
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

島内139号地下式横穴墓出土品展

　市歴史民俗資料館では、「島内139号地下式横穴墓出土
品展～保存処理した遺物の公開Part4 ～」を行っていま
す。また、この企画展に合わせて講演会を行います。
■企画展

【開催期間】12月1日（日）まで
【開館時間】［平日・土曜日］午前9時～午後6時
［祝日・日曜日］午前9時～午後5時

■講演会　
【開催日】11月24日（日）
【時間】［受付］午後0時30分～　［開演］午後1時30分
【場所】市文化センター　2階　大研修室
【講師】鹿児島大学総合研究博物館教授　橋本達也氏
【演題】島内139号墓の調査と新発見4 ～未盗掘古墳の世

界～
【入場料】無料 ※入場整理券が必要です。入場整理券は

市歴史民俗資料館で配布しています。
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

「えびのガイドクラブ女子山会」
参加者募集

　えびのガイドクラブでは、「えびのガイドクラブ女子
山会」を行っています。月に一度のトレッキングイベン
トで、歩きやすいコースから段々と山登りのレベルを上
げて行き、最終目標を「元旦韓国岳登山」に設定してい
ます。
　女性で山登りをこれから始めたい人、山登り初心者、

体力をつけたい人など、ぜひ、ご参加ください。
【内容等】

期日 コース 集合場所 受付時間

第 3 回 11 月 10 日
（日） 甑岳 旧市営露天風呂 午前 9 時

第４回 12 月 15 日
（日）

アバンダン
トしらとり
郷土の森

白鳥温泉下湯 午前 9 時

第５回
令 和 2 年 1
月 1 日（水・
祝）

韓国岳 足湯の駅
えびの高原 午前 4 時

【定員】各回20人
【参加費】各回1,000円 ※駐車料金500円は各自負担です。

　詳しくは、えびのガイドクラブ（足湯の駅えびの高原
内）にお問い合わせください。
申・問えびのガイドクラブ（足湯の駅えびの高原内）
☎33-1155

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間です。
Sマークは、理容業、美容業、クリーニング業、めん類飲食
店営業、一般飲食店営業の5業種で導入されています。
　Sマーク登録店は、「安全」「安心」「清潔」が保証されてお
り、事故が発生した場合の損害賠償、施設の整備の内容、
仕事やサービスの内容について、信頼できるお店です。
　お店選びは、厚生労働大臣認可のSマーク登録店を利用
することをお勧めします。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

新婚世帯の家賃を助成
「新婚世帯家賃助成金」
　市では、新婚世帯の市内への定住促進と民間賃貸住宅
の活用を図るため、市内の民間賃貸住宅に居住する新婚
世帯に対して、家賃の一部を助成します。

【補助対象者】初めて申請する日が、婚姻日から1年以内
で、次の要件すべてに該当する新婚世帯

・夫婦のいずれかが民間賃貸住宅の所有者との間で賃貸
借契約を締結していること

・夫婦ともに市内の民間賃貸住宅の所在地に住民登録を
行い、現に居住していること

・市内に住宅を所有していないこと
・市税等の滞納がないこと
・他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
・過去にこの制度に基づく助成を受けたことがないこと
・家賃の滞納がないこと
・暴力団員でないこと

【助成金額】基本上限　10,000円（月額）
※助成金額は、実質家賃負担額（家賃から住宅手当を除
いた額）の2分の１以内です。
※夫婦ともに市外からの転入の場合は、上限を月額
14,000円とします。
※夫婦いずれかが市外からの転入の場合は、上限を月額
12,000円とします。
※助成金は、申請した月から当該年度の3月分までを一
括して交付します。

【助成期間】最長36月間
※期間中は、年度毎に毎回申請を行う必要があります。

【申込方法】申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付
のうえ、市企画課定住対策係に提出してください。
※申請書は企画課窓口で取得するか、市ホームページ

（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウンロードして
ください。

【必要書類】①戸籍謄本②世帯全員の住民票③市税等の
滞納がないことを証する書類④賃貸借契約書の写し⑤住
宅手当支給証明書

【申込期限】随時受け付けます。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

国の制度改正に伴い、市の浄化槽
補助金の内容を変更します

【単独槽転換の宅内配管工事費補助の新設】
　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に転換する場合の
補助金について、これまでの設置費と撤去費に加え、宅
内配管工事費を上乗せして補助します。

【単独浄化槽からの転換の補助金】

人槽区分
補助金額

設置費 配管工事費（新）
（11 月 1 日から）

撤去費
（撤去した場合のみ）

5 人槽 332,000 円
100,000 円

（上限額）
90,000 円

（上限額）7 人槽 414,000 円

10 人槽 548,000 円

【浄化槽新設の補助対象の変更】
　令和2年4月1日から建売住宅、賃貸住宅、共同住宅、寄
宿舎および合併処理浄化槽設置の建替住宅等が補助対象
外となります。補助の有無について、補助金申請前にご
確認ください。
　補助金の内容変更に伴い、補助金の申請書類の様式も
一部変更します。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

「緊急地震速報」の情報伝達訓練が
実施されます

　11月5日（火）午前10時ごろに、大規模地震発生時に国
の全国瞬時警報システム（ Jアラート）から送られてくる
緊急地震速報を、確実に住民の皆さんへお伝えするため、
全国一斉の情報伝達訓練が実施されます。
　放送内容は、

「こちらは防災えびの市役所です。」
「ただいまから訓練放送を行います。」
【（緊急地震速報サイレン音）「緊急地震速報。大地震です。

大地震です。」】×3回
「これで訓練放送を終わります。」
「こちらは防災えびの市役所です。」

以上の放送が流れます。
　なお、当日の気象状況や災害等の発生により、予告な
く訓練が中止される場合もあります。
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高 校 生 発 案 観 光 列 車 i nえび の の 取 材 に 行 きました 。
参 加 者と高 校 生 が 楽しそうに 話して いました 。ほ

ほ笑ましい光 景でした 。（ 東 ）

随 分と涼しくなり、心 地 よい風 が 吹く季 節になりまし
た 。休 み の日 は 家 で 一 休 み も良 いで す が、秋 を 感

じにちょっとお出か けしてみ るの も良いか もし れません 。
（ 久保 田 ）

人　口 18,123人（前月比-29人）

男性／ 8,569人（ +1人）　女性／ 9,554人（ -30人）

転入／ 30人　転出／ 48人
出生／ 12人　死亡／ 23人

世帯数 8,413世帯（前月比-6世帯）
（令和元年10月1日現在）

E
d
ito

r's

「令和元年台風第15号千葉県災害義
援金」を受け付けています

　日本赤十字社では、令和元年台風第15号で千葉県に甚
大な被害が発生したことにより被災された人を支援する
ため、義援金を受け付けています。この義援金は、全額
が被災された人に届けられます。皆さんのご支援をお願
いします。

【受付期間】12月30日（月）まで
■現金持参の場合
　日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福
祉協議会内）の窓口で受け付けます。※寄附金控除のた
め受領証を希望する場合は、窓口でお申し出ください。
■銀行から送金する場合

【日本赤十字社千葉県支部】
銀行名 支店名 口座種類 口座番号 口座名義

千葉銀行 本店営業部 普通 4098126

日本赤十字社千葉
県支部 支部長 森田
健作（モリタ　ケ
ンサク）

※金融機関によって、振込手数料が発生する場合があり
ます。受領証を希望する場合は、日本赤十字社千葉県支
部振興課（043-241-7531）にお問い合わせください。

【メガバンク】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号
三井住友銀行 すずらん支店 普通 2787549
三菱 UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105547

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0620448

口座名義：日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）
※金融機関によっては、振込手数料がかかる場合があり
ます。日本赤十字社が発行する受領証を希望する場合は、
パートナーシップ推進部（ 03-3437-7081）にお問い合わ
せください。
■郵便局から送金する場合

【金融機関名】ゆうちょ銀行
【口座番号】00100-8-451648
【口座名義】日赤令和元年台風第15号千葉県災害義援金

※窓口での振り込みの場合は、振込手数料は免除されま
す。ATMによる通常払い込みおよびゆうちょダイレクト
をご利用の場合は、所定の振込手数料がかかります。
■受領証について
　金融機関で振り込んだ際の振込票等の控えは、受領証
の代わりとなり、「免税証明書」として寄附金控除申請の
際にご利用いただけます。詳しくは日本赤十字社ホーム
ページ（ http://www.jrc.or.jp/ ）をご確認ください。
問えびの市社会福祉協議会
☎35-2800

じん肺・アスベスト・振動障害・騒音
性難聴など無料健康相談会

　建交労宮崎農林支部では、じん肺・アスベスト・振動障
害・騒音性難聴などの無料健康相談会を実施します。

【開催日】11月23日（土）
【時間】午前10時～正午
【場所】市文化センター 1階　団体室
【対象者と相談内容】
・建設現場やトンネル、林業等で働いた人、または現在働
いている人を対象とした、じん肺、振動障害、アスベスト、
難聴、耳鳴り等に関する労災申請等の相談

・建設関連の個人事業主（大工や電気工事業等）の労災保
険、健康保険、税金等の相談

【相談料】無料
問全日本建設交通一般労働組合 宮崎県本部
☎0985-77-4807

◎ 今月の 表 紙
道の 駅 えび の 来 場 者4 0 0 万人目の
川上さん家 族 。くす玉の前 で のひと
コマです。

映画「ビリギャル」モデル
小林さやか氏講演会

　市では、えびの市起業支援センターに委託して「起業
家育成セミナー」を行っています。第6回セミナーでは、
講師に映画「ビリギャル」のモデルとなった小林さやか
氏を招いて講演会を開催します。ぜひご来場ください。

【開催日】11月2日（土）
【時間】［開演］午後1時30分　［受付］午後1時～
【場所】文化センター　ホール
【演題】「やればできる」を「できる」に変えたビリギャル

からのメッセージ
【参加料】無料
申・問えびの市起業支援センター
☎27-3077
問市学校教育課 教育係
☎35-3721（課直通）

ご来場ください「市民表彰式・地域活
性化活動実践報告会」

　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し

ます。また、表彰式典後には、市民団体2団体による地域
活性化活動実践報告会も開催します。ぜひ、ご来場くだ
さい。

【開催日】11月3日（日・祝）
【時間】午前10時～
【場所】市文化センター　ホール
【発表予定団体】矢岳高原活性化委員会、APEえびの
【入場料】無料
問市企画課 秘書係（市民表彰式典について）
☎35-1111（内線302）
問市民協働課 市民協働係（地域活性化活動実践報告会に
ついて）
☎35-1118（直通）

ご 参 加くだ さ い「 BE-PAL 焚 き 火
CAMP in えびの高原2019」

　市では、アウトドア情報誌「BE-PAL 」の監修で、「BE-PAL
焚き火CAMP in えびの高原2019」を開催します。霧島山
の最高峰韓国岳の麓に広がるえびの高原で、たき火とア
ウトドア料理を満喫しませんか。

【開催日】11月16日（土）～ 17日（日）
【場所】えびの高原キャンプ村
【内容】たき火教室、ダッチオーブンクッキング　等
【参加費】［基本参加費］大人2,000円、小人1,000円

※別途、会場使用料が必要です。
※基本参加費には、保険料、プログラム参加費、夕・朝食
費が含まれます。

【申込期限】11月5日（火）
　詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/ ）をご覧ください。
申・問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

今月の納税

個人市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期
10月31日（木）までに納めましょう。



◀

コゲラ

気
持
ち
よ
く
晴
れ
た
え
び
の
高
原

の
朝
、
小
鳥
た
ち
が
ア
カ
マ
ツ

の
こ
ず
え
か
ら
こ
ず
え
へ
軽
や
か
に
飛

び
回
り
ま
す
。
双
眼
鏡
で
観
察
し
て
み

る
と
、
何
種
類
か
の
野
鳥
が
群
れ
を
つ

く
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
中
に
木

の
幹
を
下
か
ら
上
へ
、
ち
ょ
こ
ま
か
と

動
く
野
鳥
が
い
ま
す
。
日
本
で
最
も
小

さ
い
キ
ツ
ツ
キ
の
仲
間
コ
ゲ
ラ
で
す
。

日
本
の
周
辺
に
し
か
生
息
し
て
お
ら
ず
、

海
外
か
ら
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に

も
人
気
で
す
。
さ
ら
に
九
州
産
は
亜
種

キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
コ
ゲ
ラ
と
い
い
、
全
体

的
に
少
し
黒
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。

　

枯
れ
木
に
穴
を
あ
け
て
中
の
虫
を
食

べ
る
ほ
か
、
コ
ケ
や
樹
皮
の
隙
間
に
潜

む
虫
を
探
し
ま
す
。
気
に
な
る
ポ
イ
ン

ト
が
あ
れ
ば
夢
中
に
な
っ
て
穴
を
掘
る

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
観
察
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

森
の
中
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

と
時
々
「
コ
ツ
、
コ
ツ
コ
ツ
・
・
・
」

と
木
を
た
た
く
小
さ
な
音
が
聞
こ
え
ま

す
。
ジ
ッ
と
音
の
す
る
方
を
見
て
い
る

と
、
コ
ゲ
ラ
が
姿
を
現
し
ま
す
。
小
さ

な
体
で
木
を
つ
つ
く
、
け
な
げ
で
か
わ

い
ら
し
い
姿
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：コゲラ　（撮影：令和元年5月10日）

小さな小さなキツツキ

発行／えびの市役所　編集／企画課情報係　

宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111

URL��https://www.city.ebino.lg.jp/令和元年10月23日発行

広報
10

えびの市広報
Facebook

コゲラ
Dendrocopos kizuki キツツキ目キツツキ科

えびの市
LINE公式アカウント


